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館。ナイターリーグの優勝を目指し、今夜も

青年たちが熱戦を展開しています。

購　　　購
　．．謹釜籔灘．韓、灘1簗紙灘叢．一、，．．

若者定住促進事業指定………・・‘②～③

選挙のお知らせ・……………・…・……④

少年の主張………・…・……・…………⑤

むらのあっちからこっちから……⑥ん⑦

みんなの広場・………………・・…⑧～⑨

お知らせ……………・…・・………⑩～⑪

青春してます・カレンダー……………⑫

灘．　　灘
蔦



望
」
、

．
筆
‘
！
－
〆

凄

滋
肖
》
．

　
　
　
ぬ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
ド
ぎ
コ
ラ
ン
　
　
ゆ
り

　
　
　
・
為
　
　
ノ
ー
影
で
　
．
　
薄
　
は
罐
．

　
　
　
　
『
　
　
　
託
漏
』
ワ
・
・
溺
鶉
薩
・
』

翼
マ
携
繍
鱒
灘

　
　
　
　
　
　
　
ナ

藤
懸
繕
蒐
．
一
繍
麟

　
　
一
ら
御
鵯
『
　
　
　
　
・
デ

　
　
　
、
・
ぐ
『
亀
、
4
　
　
　
’
，

　
　
　
』
織
久
轄
勤
．
　
　
『
　
　
　
ー

醒
　
　
　
　
　
　
［
セ
’
き

　
　
　
　
　
墨
．
淵
卸
予
、

　
　
　
　
　
く
戸
・
∴

莞

；
諸
駕
…
～
、
撃
感
幾
管

　
　
　
　
　
つ
ノ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ノ
ヘ
ず
ヤ
ロ
ヰ
が

；
、
劇
灘
蟹
軽
撃
．
　
　
　
‘
、
デ
ダ
　
，
7

露喉

　
醒
　
　
　
　
…
　
河

．
㌣
蓮
’　

　
＾
誉
σ
…
、

無灘麟懸

「
、
、
　 ．、　・、．．封へ　　　　　　・岱　　一

て幽

も
ロ
を
コ

　
欝
、

　
　
、

｝ 　
　
辱
，

一て矯’・ぐ・

1、隷
　；9‘ン『rq

わ
多
ξ
　
　
　
　
　
　
　
　
き
．
げ

　
　
、
〆
黛
鰭
．
．
・
・
蝶
．
　
資
3
爵

　
裏
5
ぎ
テ
㌶
　
・
ゼ
漏
．
廓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
り
凝
四

　
　
　
　
　
・
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
垂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
γ
．
ず

み
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
モ
ご
ら
を
イ
ひ
ヒ

　
　
婁
5
～
誉
』
ー
羅
■
～
、
了
…
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
㍗
竪

　
　
簸
夢
‘
屑
■
嘱
残
ヤ

　
　
望
　
．
籍
〆
、
．
幽
』
窮

　
　
　
　
　
　
　
　
F
’

撒竃
Σ　ノノ．闇

　、　　　　　　　　巴　．

＼　・、ヂ

　
　
ミ
　
コ

　
．
～
；

慧
～

嶺
‘

　
　
　
炉
一

蓑難灘襲
励菱、協紳賜匡　　　　　　　　”

　峨『、毎
　　ArP繭7‘4⊃．　　、一

桑欝懸
　　タて懲烈謬・、・懸

5
2
　
F

　
　
1
、
～
＼
、
器
’
、
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畷

－
亡
ガ
た
．
撃
‘
衝
協
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
『
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
一
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
y
　
．

　
　
～
ー
熟
亀
　
　
．
㌦

　
　
　
　
－
．
議
一
．

　
醗
　

　
　
　
．
癖
醸
硬
　
曝
・

　
　
　
　
　
　
終
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
｝
榎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
キ

　
　
　
し
し
だ
　

　
　
　
、
、
き
　
　
　
短
　
く
．
§
、
∠

　
　
　
婁
　
納
ン
　
．
騨
、
ぴ

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
、
’
舷
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
・
』

　
　
　
　
ゆ
＼
π
深
9
　
　
｝

　
　
　
．
葵
！
翌
》
　
　
　
盆
璽

　
　
漏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
ド
　
ド
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ド

　
　
　
　
　
．
、
　
卿
　
　
7
　
　
●
　
・
　
　
　
　
　
　
　
亀
汽

　
　
　
　
ド
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
ザ
　
　
げ
　
リ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ダ
ト
　
　
　
て
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
ロ
　
　
　
ザ
　
　
　
　
　
　
ひ
ア
ロ
　
　
　
　
リ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ

　
　
　
β
、
、
了
♪
～
－
イ
　
’
（
ヒ
　
眠

一駕

鐸
胤

糞
、

　甲。、

＜霧碁〕

己聡z　　　 て』1～

　　　　　　く
影
・
．

㍗気袈蜜、．、、一7－峯薄

雲i：’酒冨…激iili

卜　　：・、湾’一．昏

螺野　　．…乙1・置　　、タ

二，・磯婁

6
．
、
　
　
あ

　
鵯
　
．
鞭
、

ヘ
　
ヤ
　
し

擾、

1

霞

、
、

若
者
が
住
み
や
す
い

村
づ
く
り
に
3
7
億
円

　
今
年
の
成
人
式
で
村
長
は
「
都
会
に
出

た
若
者
た
ち
が
『
私
の
ふ
る
さ
と
は
中
里

村
で
す
』
と
誇
り
を
も
っ
て
言
え
る
よ
う

な
、
ま
た
『
就
職
は
中
里
村
』
で
と
言
え

る
よ
う
な
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
の
で
、

是
非
ま
た
村
に
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
」
と

新
成
人
た
ち
に
訴
え
ま
し
た
が
、
こ
の
話

を
現
実
の
も
の
と
す
る
構
想
が
、
今
、
着
々

と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
自
治
省
が
過
疎
地
域
の
若
者
の
定
住
と

地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
今
年
度
創

設
し
た
、
特
定
地
域
若
者
定
住
促
進
緊
急

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
先
月
九
日
、
県
内
で

は
中
里
村
と
北
魚
湯
之
谷
村
が
指
定
を
受

け
ま
し
た
。

　
こ
の
指
定
に
よ
り
、
村
が
単
独
事
業
と

し
て
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
宮
中
島
温
泉

開
発
「
清
津
ス
。
ハ
・
リ
ゾ
ー
ト
」
は
、
特

別
枠
で
地
域
総
合
整
備
事
業
債
の
起
債
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
元
利
償
還
金

に
対
し
て
最
高
五
十
五
％
が
、
地
方
交
付

税
交
付
金
で
見
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
若
者
定
住
促
進
等
緊
急
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
対
象
事
業
は
、
こ
の
他
「
清
津

峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
」
、
「
ふ
る
さ
と
館
」
の

合
計
三
つ
の
事
業
で
、
総
事
業
費
は
三
十

七
億
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

清
津
峡
渓
谷
ト
し
ネ
ル
は

平
成
八
年
度
完
成

　
上
信
越
高
原
国
立
公
園
特
別
地
域
内
に

あ
る
清
津
峡
は
、
国
の
名
勝
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
雄
大
な
柱
状
節
理
の

岩
壁
が
続
き
、
訪
れ
た
人
の
目
を
見
張
ら

せ
ま
す
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
景
観
は
、
昭

和
六
十
三
年
に
発
生
し
た
落
石
事
故
以

来
、
歩
道
の
閉
鎖
に
よ
り
見
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
村
の
強
い
要
望
が
国
・
県
を

動
か
し
、
安
全
対
策
の
見
地
か
ら
、
歩
道

ト
ン
ネ
ル
を
堀
る
こ
と
で
清
津
峡
の
再
開

が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
総
延
長
は
九

百
五
十
八
折
。
途
中
に
三
ヵ
所
の
見
晴
所

と
、
幅
八
㌶
の
終
点
休
憩
所
が
設
け
ら
れ
、
．

峡
谷
の
景
観
が
次
第
に
身
に
せ
ま
っ
て
、

柱
状
節
理
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
た
ん

の
う
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
掘
さ
く
は
、
N
A
T
M
小
断

面
工
法
（
タ
イ
ヤ
式
）
と
無
振
動
工
法
の

二
つ
の
工
法
で
行
わ
れ
、
こ
の
う
ち
N
A

2



清津スパ・一レリー

T
M
小
断
面
工
法
は
、
国
内
で
施
工
さ
れ

る
の
が
二
ヵ
所
目
と
い
う
珍
し
い
工
法
で

す
。
こ
れ
は
、
普
通
は
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ

た
際
に
出
る
土
砂
を
ト
ロ
ッ
コ
で
運
び
出

し
ま
す
が
、
こ
れ
を
ト
ラ
ッ
ク
で
運
び
出

せ
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
ト

ン
ネ
ル
の
各
出
入
口
の
工
事
は
、
柱
状
節

理
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
無
振
動
工
法
で

行
い
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
断
面
は
有
効
幅
員
二
・
五
層
、

全
幅
三
層
、
最
大
高
三
・
二
材
の
か
ま
ぼ

こ
型
で
、
大
人
が
対
面
歩
行
で
き
る
幅
員

を
確
保
し
、
車
椅
子
で
の
通
行
も
可
能
な

勾
配
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
事
業
費
は
お
よ
そ
十
八
億
円
で
、
こ

の
う
ち
四
割
が
県
の
補
助
金
、
残
り
六
割

を
過
疎
債
で
賄
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
疎
債
の
七
割
は
地
方
交
付
税
交第2見晴所からの予想展望

付
金
で
見
て
も
ら
え
ま
す
。

　
工
事
は
今
年
度
に
着
工
し
、
平
成
八
年

度
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
施
設

で
の
安
全
管
理
を
徹
底
す
る
た
め
、
ト
ン

ネ
ル
内
に
監
視
テ
レ
ビ
や
非
常
電
話
を
設

け
、
管
理
人
を
常
駐
さ
せ
ま
す
。
こ
の
た

め
に
要
す
る
経
費
を
賄
う
た
め
、
入
坑
料

の
徴
収
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

ろ
3
さ
と
館
は

来
年
五
月
オ
D
プ
し

　
ふ
る
さ
と
館
の
建
設
は
八
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り
、
来
年
五
月
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
て
、
J
A
中
里
村
角
間
支
所

跡
地
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
県
の
山
間
地
域
総
合
振

興
対
策
モ
デ
ル
事
業
を
導
入
し
て
建
設
さ

れ
る
も
の
で
、
事
業
費
は
お
よ
そ
一
億
八

千
万
円
。
そ
の
う
ち
県
が
六
割
を
補
助
し
、

　、叡　ヒ　　ヨ
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虻

ふるさと館（仮称）の正面図

建設が進むふるさと館

残
り
の
四
割
は
過
疎
債
で
賄
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
記
事
業
と
同
様

に
、
過
疎
債
の
う
ち
七
割
は
地
方
交
付
税

交
付
金
で
見
て
も
ら
え
ま
す
。

　
完
成
後
は
J
A
中
里
村
が
管
理
運
営

し
、
特
産
物
な
ど
を
販
売
す
る
ほ
か
、
レ

ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
テ
ナ
ン
ト
方
式
で

運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
、
同
モ
デ
ル
事
業
で
は
「
花

き
の
球
根
貯
蔵
予
冷
庫
施
設
」
、
「
田
代
の

温
泉
施
設
」
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
花
き

の
球
根
貯
蔵
予
冷
庫
施
設
は
、
平
成
五
年

か
ら
平
成
六
年
の
二
ヵ
年
事
業
で
、
切
り

花
の
予
冷
に
冬
期
間
貯
蔵
し
た
自
然
の
雪

を
利
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

田
代
の
温
泉
施
設
は
平
成
六
年
度
事
業
。

田
代
出
身
で
現
在
十
日
町
市
に
住
む
桑
原

長
重
さ
ん
が
掘
さ
く
し
た
温
泉
を
活
用
し

て
、
施
設
を
作
る
と
い
う
計
画
で
す
。

　
こ
の
三
つ
の
事
業
の
総
事
業
費
は
お
よ

そ
三
億
円
で
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
完
成
す

る
と
、
村
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
中
温
泉
開
発
計
画

年
内
に
は
村
長
に
報
告

　
ふ
る
さ
と
創
成
事
業
資
金
を
利
用
し
て

掘
さ
く
に
成
功
し
た
宮
中
島
温
泉
は
、
役

場
職
員
か
ら
成
る
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
編
成
し
て
、
現
在
、
調
査
研
究
の

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
業
の
結

果
が
ま
と
ま
り
次
第
村
長
に
報
告
し
、
年

内
に
は
計
画
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
こ
の
計
画
立
案
に
あ
た
り
、

各
年
令
層
の
住
民
五
百
人
を
無
作
為
抽
出

し
、
宮
中
島
温
泉
に
期
待
す
る
施
設
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は

●
安
く
て
気
楽
に
行
け
る
二
十
二
・
三
％

●
温
泉
療
養
施
設
や
ス
イ
、
、
、
ン
グ
ス
ク
ー

　
ル
な
ど
を
備
え
た
も
の
　
十
五
・
○
％

●
地
元
の
人
が
集
ま
っ
て
飲
食
し
た
り
、

　
運
動
な
ど
が
で
き
る
施
設
十
四
二
％

●
浴
槽
の
広
ざ
、
温
泉
の
雰
囲
気
等
が
自

　
慢
の
施
設
　
　
　
　
　
　
十
三
・
六
％

●
い
ろ
い
ろ
な
風
呂
が
あ
る
十
三
・
五
％

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

欝いやあ、いい湯だて

平成4年10目10日広報躍押宣と：3
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金
子
清
前
知
事
の
辞
任
に
伴
う
新
潟
県
知
事
選
挙
は
、

十
月
五
日
に
告
示
さ
れ
、
十
月
二
十
五
日
に
投
票
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
四
年
間
、
県
政
の
か
じ
と
り
を
任
せ
る
大
切

な
選
挙
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
あ
な
た
の
”
声
”

を
一
票
に
託
し
ま
し
ょ
う
。

◎
投
票
所
・
場
所

　
投
票
で
き
る
場
所
・
時
間
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。
「
入
場
券
」
を
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
投

票
所
に
よ
り
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

◎
不
在
者
投
票

当
日
投
票
所
へ
行
け
な
い
場
合

・
投
票
日
に
、
や
む
を
得
な
い
用
事

　
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
そ

　
の
理
由
を
記
載
し
た
「
宣
誓
書
」

　
を
提
出
し
て
投
票
日
の
前
日
ま
で

　
に
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。

・
「
宣
誓
書
」
の
用
紙
は
、
選
挙
管
理

　
委
員
会
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

・
、
不
在
者
投
票
を
す
る
人
は
、

　
印
鑑
を
持
参
し
て
、
役
場
三
階
の

　
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
、
い
で
に

　
な
れ
ば
、
そ
の
場
で
投
票
で
き
ま

　
す
。

　
（
出
か
せ
ぎ
を
ど
他
の
市
町
村
に

　
滞
在
し
て
い
る
人
は
、
郵
便
で
投

　
票
用
紙
等
を
請
求
で
き
ま
す
が
、

　
必
ず
「
宣
誓
書
」
が
必
要
で
す
）

不
在
者
投
票
取
り
扱
い
時
間

　
不
在
者
投
票
の
取
り
扱
い
は
、
投

　
票
日
の
前
日
ま
で
、
土
曜
・
日
曜
・

　
祝
日
を
問
わ
ず
毎
日
午
後
八
時
三

　
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
行
っ
て

■
い
ま
す
。

指
定
病
院
（
施
設
）
等
で
の
投
票

　
不
在
者
投
票
の
で
き
る
病
院
（
施

　
設
）
に
入
院
（
入
所
）
中
の
人
は
、

　
そ
⑳
病
院
等
で
不
在
者
投
票
が
で

　
き
ま
す
。
病
院
長
（
管
理
者
）
等

　
に
申
し
出
る
と
、
本
人
に
代
わ
っ

　
て
投
票
用
紙
等
の
交
付
請
求
の
手

　
続
き
を
し
て
く
れ
ま

　
す
の
で
、
病
院
（
施

　
設
）
等
に
お
た
ず
ね

　
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る

　
　
不
在
者
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま

　
た
は
戦
傷
病
者
手
帳

を
お
持
ち
の
重
度
の

障
害
の
あ
る
人
で
、

村
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
発
行
し
た
「
郵

便
投
票
証
明
書
」
を

お
持
ち
の
人
は
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
投
票
用
紙
等

の
請
求
は
、
投
票
日

前
四
日
ま
で
で
す
の

で
、
お
早
め
に
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
郵
便
投
票
証

明
書
の
有
効
期
間
は
、

交
付
日
か
ら
四
年
間

で
す
の
で
、
期
限
が

切
れ
て
い
る
方
は
再

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

投票所と投票時間
午前7時から午後4時 午前7時から午後5時 午前7時から午後6時

投　票　所 対象集落 投　票　所 対象集落 投　票　所 対象集落

第4 清津峡小学校 角間、葎沢、小出
第3

東田尻集落開発
セ　　ン　　タ　ー

東田尻、西田尻、西

方
第1 中里村総合

セ　　ン　　タ　ー

芋沢、田沢、如来寺、

桂、上山、田中、小
原、干溝、荒屋、山
崎、通り山、桔梗原、

芋川新田第7 重地構造改善
セ　　ン　タ　ー

重地、下山

第5 清津峡小学校
土　倉　分　校

倉下、土倉

第2 高道山小学校
高道山、朴木沢、朴
木沢新田、程島、白
羽毛第11

東田沢構造改善
セ　　ン　　タ　ー

東田沢、豊里

第8 田代生活改善
セ　　ン　　タ　ー

田代 第β 倉俣集落開発
セ　　ン　　タ　ー

芋川、倉俣
第12 市之越農作業

休　養　施　設
市之越、鷹羽

第9 本屋敷集会所
新屋敷、本屋敷、堀
之内

第M 清田山集会
セ　　ン　　タ　ー

清田山 第13 新里集落センター 原町、新里
第10 　　　　　’宮中集落開発

セ　　ン　　タ　ー
宮中
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滝
沢
直
子
さ
ん
（
中
里
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
優
秀
賞

”
少
年
の
主
張
地
区
大
会
”

　
第
十
三
回
新
潟
県
少
年
の
主
張
大
会
十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
大
会
が
ハ
月
二
十

［
日
、
十
日
町
市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
郡
市
内
の
中
学
校
の
代
表
十
名
が

参
加
し
、
日
こ
ろ
中
学
生
が
考
え
て
い
る
意
見
を
発
表
し
て
審
査
を
受
け
た
結
果
、

中
里
中
学
校
三
年
生
の
滝
沢
直
子
さ
ん
が
見
事
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
滝
沢
さ
ん
は
学
校
を
七
ヵ
月
間
欠
席
し
、
そ
の
間
自
分
自
身
を
見
失
い
な
が
ら

も
自
分
ら
し
さ
と
は
何
か
を
考
え
、
立
ち
直
る
過
程
を
述
べ
て
い
ま
す
。

自
分
ら
し
さ
を
持
ち
続
け
よ
う

　
一
年
に
入
学
し
た
あ
る
日
、
突
然

激
し
い
腹
痛
に
お
そ
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
も
授
業
中
に
。
一
年
の
五
月
頃

か
ら
、
腹
痛
が
た
び
た
び
私
を
お
そ

い
ま
し
た
。
以
前
の
私
は
、
こ
の
突

然
の
腹
痛
の
こ
わ
さ
か
ら
逃
が
れ
よ

う
と
た
び
た
び
学
校
を
休
ん
で
W
ま

し
た
。
で
も
三
年
生
に
な
っ
た
今
、

「
も
う
こ
ん
な
こ
と
は
繰
り
返
し
た

く
な
い
！
。
」

　
み
ん
な
の
視
線
が
気
に
な
り
な
が

ら
も
勇
気
を
出
し
て
こ
の
一
言
。
「
ト

イ
レ
に
行
っ
て
い
い
で
す
か
」
。
，

　
言
え
た
。
以
前
の
私
は
こ
の
一
言

が
言
え
な
か
っ
た
の
で
す
。
言
っ
た

瞬
間
、
み
ん
な
の
反
応
は
と
い
う
と

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
笑
わ
れ
ま
し

た
。
で
も
恥
ず
か
t
さ
は
全
く
感
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
以
前
の
私
」
、
と
は
、
二
年
の
二

学
期
か
ら
三
年
に
な
る
ま
で
の
七
ヵ

月
間
の
私
の
こ
と
で
す
。
そ
の
間
、

ず
っ
と
学
校
を
休
ん
で
い
ま
し
た
。

世
間
で
い
う
登
校
拒
否
と
い
う
も
の

で
す
。

　
「
学
校
を
休
ん
で
い
た
理
由
は
？
」

と
、
友
達
に
よ
く
き
か
れ
ま
す
。
今

，
だ
に
は
っ
き
り
し
た
原
因
や
理
由
も

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
一
つ
だ

け
自
信
を
も
っ
て
い
え
る
こ
と
は
、

　
　
「
学
校
が
怖
か
っ
た
」
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
入
学
当
初
は
、
勉
強
に
関
し
て
も

友
達
に
関
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と
期

待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

で
も
少
し
ず
つ
違
っ
て
き
ま
し
た
。

一
ヵ
月
も
し
な
い
う
ち
に
私
の
期
待

は
く
ず
れ
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
腹

痛
に
お
そ
わ
れ
る
の
で
す
。
だ
ん
だ

ん
と
自
分
の
理
想
と
現
実
が
く
い
違

っ
て
い
く
。
自
分
の
行
動
が
そ
れ
に

比
例
す
る
よ
う
に
消
極
的
に
な
っ
て

い
き
、
学
校
と
い
う
本
来
、
楽
し
い

は
ず
の
場
所
が
い
つ
し
か
と
て
つ
も

な
く
嫌
な
と
こ
ろ
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
と
う
と
う
七
ヵ

月
と
い
う
長
い
休
み
に
発
展
し
て
い

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
い
つ
も
理
想
ば
か
り
を
追
っ
て
い

た
休
む
前
の
一
年
と
五
ヵ
月
。
足
も

と
を
見
つ
め
ず
に
理
想
だ
け
を
追
っ

て
い
て
、
一
番
大
切
な
”
自
分
ら
し

さ
”
を
見
失
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
や
っ
と
と
り
戻
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
今
の
自
分
が
存
在
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
休
ん
で
い
た
月
日
は
、

今
思
う
と
ず
い
ぶ
ん
短
く
感
じ
ま
す
。

七
ヵ
月
の
間
「
あ
と
一
週
間
し
た
ら

学
校
へ
行
こ
う
。
あ
と
一
週
間
…
…
」
。

そ
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
長
く
休
む

と
「
友
達
に
迷
惑
が
か
か
る
、
勉
強

が
遅
れ
て
し
ま
う
、
ど
う
し
よ
う
」

と
い
う
あ
せ
り
。
そ
う
い
う
時
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
考
え
ま
す
。

「
学
校
へ
行
っ
て
勉
強
し
て
進
学
し

て
一
体
、
何
に
な
る
ん
だ
ろ
う
」
と

か
「
い
つ
学
校
に
行
け
る
よ
う
に
な

る
ん
だ
ろ
う
」
と
か
。
そ
ん
な
時
、

母
は
言
っ
た
。
「
行
き
た
い
と
思
っ
た

ら
学
校
な
ん
か
す
ぐ
行
け
る
」
。

　
私
は
そ
の
言
葉
に
う
な
ず
き
、
そ

の
時
は
そ
う
し
よ
う
と
思
っ
た
が
、

よ
く
考
え
る
と
簡
単
そ
う
で
け
っ
こ

う
難
し
い
こ
と
で
し
た
。

　
二
年
の
春
休
み
に
入
っ
て
「
ど
う

な
る
の
か
な
あ
」
と
不
安
に
な
り
つ

っ
も
考
え
ま
し
た
。
自
分
に
は
夢
が

あ
る
と
い
う
こ
と
。
勉
強
が
好
き
だ

っ
た
時
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
友

達
と
い
ろ
い
ろ
話
し
た
こ
と
な
ど
。

た
く
さ
ん
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
も
う
一
度
考

え
直
し
て
み
ま
し
た
。
「
学
校
っ
て
何

を
す
る
と
こ
ろ
な
ん
だ
ろ
う
」
。
自
分

の
だ
し
た
結
論
は
「
た
だ
ひ
た
す
ら

勉
強
す
る
だ
け
の
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

い
！
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
し

て
春
休
み
も
終
わ
り
、
登
校
。
別
に

大
き
な
決
心
を
し
た
わ
け
で
も
な
い
。

な
ん
と
な
く
行
っ
た
ら
行
く
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。

　
七
ヵ
月
間
、
休
ん
だ
こ
と
で
勉
強

は
遅
れ
は
し
た
け
ど
、
後
悔
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
　
一
つ
後
悔
し
て
い
る
と

し
た
ら
、
運
動
し
な
か
っ
た
か
ら
普

通
よ
り
、
背
が
伸
び
な
か
っ
た
ぐ
ら

い
で
す
。
後
悔
が
な
か
っ
た
と
い
う

の
は
「
ず
っ
と
ス
ッ
キ
リ
し
な
い
気

持
ち
で
学
校
へ
行
き
続
け
て
い
た
ら
、

い
つ
か
こ
の
七
ヵ
月
間
よ
り
大
き
な

カ
ベ
に
ぶ
つ
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
毎

日
が
自
分
自
身
、
耐
え
ら
れ
な
か
っ

た
だ
ろ
う
」
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
登
校
拒
否
に
な
っ
た
原
因
や
理
由

は
、
自
分
の
い
た
ら
な
さ
み
た
い
な

も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
中
学
生

に
な
っ
て
、
自
分
の
理
想
を
追
っ
て

い
た
だ
け
の
毎
日
。
小
学
生
ま
で
の

自
分
だ
け
の
“
自
分
ら
し
さ
”
を
忘

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
自
分
ら
し
さ

を
失
っ
た
ら
ゆ
っ
く
り
考
え
る
時
間

が
必
要
で
す
。
休
ん
で
い
て
考
え
た

こ
と
は
「
人
の
た
め
に
学
校
へ
行
く

の
で
は
な
く
自
分
の
た
め
で
、
親
で

も
友
達
で
も
先
生
の
た
め
で
も
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
に
な
っ
て
み

る
と
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
な
お
す

時
間
を
も
つ
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
と
さ
え
思
っ
て
い
ま
す
。

　
“
自
分
ら
し
さ
”
と
い
う
の
は
わ

か
り
そ
う
で
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
中
学
生
に
な
っ

て
環
境
が
か
わ
っ
て
”
自
分
ら
し
さ
”

を
見
失
っ
て
い
る
人
は
多
い
は
ず
で

す
。
そ
ん
な
時
、
自
分
を
見
つ
め
ら

れ
る
だ
け
の
勇
気
が
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
自
分
だ
け
し
か
も
っ
て
い
な

い
“
ら
し
さ
”
っ
て
絶
対
あ
る
は
ず

で
す
か
ら
。

　
も
う
す
ぐ
一
年
前
に
休
み
始
め
た

九
月
が
や
っ
て
き
ま
す
。
も
う
同
じ

こ
と
は
繰
り
返
さ
な
い
ぞ
と
い
う
決

意
を
新
た
に
し
て
、
夏
休
み
を
一
日

一
日
過
ご
し
て
い
ま
す
。

平成4年10月10日広報躍”匙と：5



　鐸簗鐸黍麺

じ
サ
ち
ゃ
ん
、
膠
あ
ち
ゃ
ん

　
　
サ
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
あ

　
敬
老
の
日
の
九
月
十
五
日
、
中
里

中
学
校
体
育
館
で
第
十
三
回
老
人
福

祉
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
対
象
者
は
大
正
七
年
三
月

三
十
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
六
百

二
十
八
人
で
、
大
会
に
は
お
よ
そ
三

百
五
十
人
が
参
加
し
、
お
互
い
に
長

寿
を
喜
び
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
村
長

は
「
皆
さ
ん
が
余
生
を
楽
し
く
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
宮
中
の
温
泉
施
設
を

早
急
に
整
備
し
、
ま
た
倉
俣
地
区
、

清
津
峡
地
区
に
も
新
た
な
施
設
を
建

設
す
る
予
定
で
す
。
中
里
村
を
築
い

て
く
れ
た
皆
さ
ん
は
村
の
宝
で
す
。

少
し
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。
」

と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
、
べ
ま
し
た
。

九
十
五
歳
以
上
代
表

山
田
甚
三
郎
さ
ん
（
清
田
山
）

　
こ
の
あ
と
、
対
象
者
全
員
に
お
祝

い
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
七

十
七
歳
、
八
十
歳
、
八
十
八
歳
、
九

十
五
歳
以
上
の
方
と
、
金
婚
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
の
夫
婦
、
そ
れ
に
村
老

連
の
功
労
者
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
お
嫁
さ
ん
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
題
し
て
、
如
来
寺
の
服

部
キ
ヨ
子
さ
ん
が
お
年
寄
り
を
い
た

わ
る
暖
か
い
話
を
発
表
し
て
、
参
加

者
に
感
動
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
芸
能
協

会
の
皆
さ
ん
が
歌
や
踊
り
を
披
露
し
、

参
加
者
は
敬
老
の
日
を
心
ゆ
く
ま
で

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
．

八
十
八
歳
以
上
代
表

　
　
服
部
辰
勇
さ
ん
（
桂
）

八
十
歳
以
上
代
表

　
小
林
タ
ケ
さ
ん
（
上
山
）

金
婚
夫
婦
代
表

　
　
吉
楽
信
義
・
キ
ク
夫
妻

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
代
表

　
　
山
田
久
男
・
フ
ジ
夫
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
綴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼
・
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
妻
．
讐

村
内
最
高
齢
者

　
小
山
サ
エ
さ
ん
（
田
沢
）

◎
長
寿
番
付
（
敬
称
略
）

　
1
小
山
サ
エ
鯛
田
沢

　
2
上
原
貞
策
⑯
上
山

　
3
南
雲
喜
平
㈹
本
屋
敷

　
4
山
田
甚
三
郎
鯛
清
田
山

　
5
徳
井
チ
カ
㈲
宮

　
6
鈴
木
ト
ワ
⑲
の
下

　
7
樋
ロ
キ
ク
働
荒

　
8
太
島
ム
メ
⑲
の
芋

　
9
山
田
マ
ン
⑬
土

　
1
0
富
井
ハ
ル

◎
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦

　
涌
井
伸
司
・
イ
ト
夫
妻

　
広
田
邦
一
・
ウ
メ
ノ
夫
妻

　
山
田
久
男
・
フ
ジ
夫
妻

　
池
田
喜
茂
・
ナ
カ
夫
妻

　
南
雲
栄
一
・
，
ブ
ン
夫
妻

倉沢屋山中

㈹
市
之
越

今でもゲートボールをするほど

達者です

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
桂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
干
溝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
田
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
如
来
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
　
中
）

　
古
高
仁
松
・
ツ
子
夫
妻
（
朴
木
沢
新
田
）

◎
そ
の
他

　
八
十
歳
四
十
三
名
、
八
十
八
歳
十
五

　
名
、
金
婚
夫
婦
十
七
組
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葦
，

、
中
里
中
央
ク
ラ
ブ
が
二
連
覇

　
　
　
郡
市
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
高
齢
者
交
通
安
全
旬
間
初
日
の
九

月
十
一
日
、
津
南
町
の
中
津
川
運
動

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
十
一
回
郡

市
高
齢
者
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
郡
市
交
通
安
全
対
策
協
議

会
が
、
老
人
の
交
通
事
故
防
止
を
図

る
た
め
に
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
交
通
ル
ー
ル
を
取

り
入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
大
会
で
す
。

　
交
通
安
全
ル
ー
ル
と
し
て
は
、
選

響
饗

懸繍摘　．．．鰯鰻

灘響麗難幽鎧

手
が
プ
レ
ー
す
る
た
め
コ
ー
ト
に
出

入
り
す
る
際
に
、
二
箇
所
に
設
置
さ

れ
た
横
断
歩
道
で
立
ち
止
ま
っ
て
左

右
の
安
全
確
認
を
行
い
、
手
を
あ
げ

て
渡
ら
な
い
と
減
点
さ
れ
る
と
い
う

も
の
で
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
知
識

を
高
め
る
た
め
、
十
問
の
学
科
テ
ス

ト
が
行
わ
れ
、
こ
の
結
果
が
第
一
試

合
の
得
点
に
加
算
さ
れ
る
と
い
う
ル

ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

　
大
会
に
は
郡
市
内
か
ら
十
六
チ
ー

ム
、
百
十
二
人
が
参
加
し
て
熱
戦
を

繰
ウ
ひ
ろ
げ
た
結
果
、
中
里
中
央
ク

ラ
ブ
が
二
年
連
続
の
優
勝
を
遂
げ
、

二
位
に
は
共
和
ク
ラ
ブ
が
入
り
ま
し

た
。
優
勝
し
た
中
里
中
央
ク
ラ
ブ
は
、

今
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る
県
大
会
に

出
場
す
る
た
め
、
連
日
練
習
に
汗
を

流
し
て
い
ま
す
．

い
ざ
と
い
う
時
で
も
安
心
で
す

　
　
　
　
　
　
　
中
里
村

　
快
晴
に
恵
ま
れ
た
九
月
六
日
、
田

沢
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
中

里
村
消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
三
百
四
十
二
人
の

団
員
と
三
十
台
の
ポ
ン
プ
で
、
人
員
・

姿
勢
・
服
装
の
点
検
や
機
械
器
具
の

点
検
の
あ
と
、
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
動

作
で
見
事
な
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
し

ま
し
た
。
放
水
演
習
で
は
、
総
合
セ

ン
タ
ー
や
田
沢
小
学
校
な
ど
五
箇
所

で
放
水
を
行
い
、
手
際
よ
い
操
法
に

見
物
に
訪
れ
た
近
所
の
人
た
ち
が
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
消
防
詰
所
か
ら
田
沢
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
分
列
行
進
を
行
い
、

　
　
　
地
区
を

1肖

防
演
習

表
彰
及
び
講
評
を
最
後
に
演
習
を
終

了
し
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
団
員

◆
県
消
防
協
会
長
よ
り
幹
部
功
績
章

　
上
原
正
夫
さ
ん
（
上
　
山
）

　
村
山
　
勤
さ
ん
（
程
　
島
）

◆
県
知
事
よ
り
（
二
十
年
以
上
勤
務
）

井
之
川
求
さ
ん

樋
口
裕
一
さ
ん

柳
良
度
さ
ん

瀬
切
一
雄
さ
ん

中
島
睦
さ
ん

中
島
弘
司
さ
ん

羽
島
正
平
さ
ん

（
上
　
山
）

（
朴
木
沢
）

（
本
屋
敷
）

（
芋
　
沢
）

（
本
屋
敷
）

（
本
屋
敷
）

（
本
屋
敷
）

　
　
　
　
　
あ
げ
て
熱
戦

清
津
峡
小
秋
季
大
運
動
会

　
清
津
小
学
校
で
は
九
月
二
十
日
、

土
倉
分
校
を
会
場
に
秋
季
大
運
動
会

を
行
い
ま
し
た
。
毎
年
春
は
本
校
で
、

秋
は
分
校
に
会
場
を
移
し
て
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
児
童
数
が
少
な
い
こ

の
地
区
で
は
、
地
区
住
民
あ
げ
て
の

運
動
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
午
前
中
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と

な
り
、
急
拠
体
育
館
を
会
場
に
行
な

い
ま
し
た
が
、
午
後
か
ら
は
天
候
も

回
復
し
た
た
め
、
勇
壮
な
た
る
ば
や

し
を
は
じ
め
、
夫
婦
対
決
綱
引
き
や

大
玉
送
り
、
大
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
を
行

な
い
、
児
童
、
父
母
が
入
り
混
っ
て

稲
刈
り
前
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

『
安
全
運
転
セ

　
お
願
サ
し
ま
，
す
』

田
沢
小
四
年
生
が
呼
び
か
け

　
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
九

月
二
十
六
日
午
後
、
田
沢
小
学
校
四

年
生
四
十
七
人
と
父
母
が
参
加
し
て

「
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
と
、
手

作
り
の
キ
ー
ホ
ー
ル
ダ
ー
を
ド
ラ
イ

バ
ー
に
手
渡
し
て
、
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
校
門
前
の
国
道
一
一
七
号
線
の
歩

道
上
に
児
童
と
そ
の
父
母
が
並
び
、

次
々
と
止
ま
る
車
に
「
安
全
運
転
を

お
願
い
し
ま
ー
す
」
と
声
を
か
け
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
て
い
ま
し
た
。

　
田
沢
小
学
校
で
は
、
こ
の
学
年
活

動
の
ほ
か
交
通
安
全
活
動
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
三
月
に
十

日
町
警
察
署
長
と
十
日
町
交
通
安
全

協
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
て
い

ま
す
。

，
識
鎌

瀞
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『

爾
聯
葭
．

　　　　　　　　山田真衣さん

　わたしは￥夏休みに￥東きよう

の親せきの人が遊びに来たから∪

モールにいって金ぎよすくいをし

たときのことを描きました。くろ

⑳

　美咲ちゃんはヨチヨチ歩きを始め

たばかり。歩くのがおもしろくて．

赤い小さなクツをはいてあっちヘチ

ョコチョコ、こっちヘチョコチョコ。

毎E］家の周りをまわり．そぱにある

ものすべてに興味を示しています。

特に興味をもっているのはお花。花

だんや鉢植えの花や葉を“摘む”の

がEヨ課です。愛きょう者で、声をか

けると笑顔で近づいてくるため￥近

所のおじいちゃん、おばあちゃんに

かわいがられています。

ユ
ー
モ
ー
卿
に
勲
O
視
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
か
ら
視
察
相
次
ぐ

　
中
小
企
業
が
進
め
る
「
街
づ
く
り
会
社

パ
ー
ト
皿
」
と
よ
ば
れ
る
制
度
を
、
全
国

で
初
め
て
利
用
し
た
施
設
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
た
ユ
ー
モ
ー
ル
は
、
五
月
の
開
店
以

降
地
元
商
店
街
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す

る
全
国
の
自
治
体
や
商
業
団
体
の
視
察
が

相
次
い
で
い
ま
す
。

　
初
の
地
元
主
導
大
型
店
と
い
う
触
れ
込

み
で
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
で
大
き
く

報
道
さ
れ
た
こ
と
で
全
国
に
そ
の
名
を
と

ど
ろ
か
せ
た
ユ
ー
モ
ー
ル
に
は
、
北
は
北

海
道
音
更
町
、
南
は
鹿
児
島
県
牧
園
町
ま

で
の
百
七
団
体
千
六
百
二
人
が
視
察
に
訪

れ
ま
し
た
。
事
務
局
の
職
員
は
施
設
の
概

要
説
明
や
ら
質
問
を
受
け
る
や
ら
、
は
た

ま
た
店
内
を
案
内
す
る
や
ら
と
、
そ
の
対

応
に
大
わ
ら
わ
。
し
か
し
、
ユ
ー
モ
ー
ル

の
名
が
全
国
的
に
知
れ
わ
た
っ
た
と
し
て
、

そ
の
忙
し
さ
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

毎日のように訪れる視察団

図表を用いてわかりやすく発表

蚕
は
5
し
い
研
究
成
果
を
発
表

　
十
月
一
日
、
第
二
十
八
回
村
内
児
童
科

学
研
究
発
表
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
発
表

部
門
は
中
学
年
の
部
と
高
学
年
の
部
に
分

か
れ
、
中
学
年
の
部
七
名
、
高
学
年
の
部

五
名
と
七
グ
ル
ー
プ
が
夏
休
み
中
に
研
究

し
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
高
学
年
の
部
の
山
本
忠

君
と
山
本
恭
史
君
が
研
究
し
た
「
水
力
発

電
機
」
が
、
優
秀
な
研
究
発
表
と
し
て
県

の
発
表
会
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
山
本
君

た
ち
は
、
学
校
で
水
力
発
電
の
仕
組
み
を

学
習
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
た

ち
で
電
気
を
起
こ
す
装
置
を
作
り
、
本
当

に
電
流
が
流
れ
る
か
実
験
し
た
毛
の
で
す
。

わたしの

臨浩子さん芝

山
形
県
村
山
市

　
山
形
県
村
山
市
楯
岡
、
東
沢

バ
ラ
公
園
の
近
く
で
生
れ
ま
し

た
。
山
形
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ゥ
ン

の
よ
う
な
町
で
、
今
で
は
バ
イ

。

ハ
ス
が
で
き
、
小
さ
い
頃
よ
く

買
い
物
に
行
っ
た
旧
道
の
店
は

ジ
ャ
ッ
タ
ー
が
降
り
、
大
き
な

ス
ー
パ
ー
が
三
ヶ
所
、
と
て
も

繁
盛
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ア
ハ
ウ
ス
基
点
温
泉
と
、

レ
ー
ク
ラ
ン
ド
東
沢
公
園
が

人
々
の
集
ま
る
憩
い
の
場
所
で
、

自
分
の
家
の
風
呂
を
つ
く
ら
ず
、

家
中
で
入
り
に
来
て
食
事
を
し

て
帰
る
人
達
で
い
つ
も
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
・

　
市
長
さ
ん
は
と
て
も
文
化
人

で
、
市
の
方
々
と
百
人
ぐ
ら
い

の
団
体
で
、
毎
年
外
国
へ
親
善

旅
行
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

　
私
も
二
年
前
か
ら
、
名
誉
市

民
の
父
の
お
伴
で
ご
一
緒
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
村
山
市
に
生
れ

て
よ
か
っ
た
と
感
謝
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
．宮

城
県

秋田県

山形県

　　村山市

新潟県



旧盆恒例のエイサー

沖縄県　一
　　　なiガ　さと・竃閥

沖縄では昔より．夏の風物詩として各地域に旧盆にエイサー（盆

踊り）が行なわれます。現在でもだんだん盛んになり、伝統芸能

とじて若者を中心にエイサー大会や一大イベントの中で披露され

る機会が多くあります。

エイサーの発祥は、旧暦7剛5目の盆の夜、名家々が精霊送り

をすませたこる、男女の若者たちが部落の神殿前に集まり、歌・

三味線・太鼓の奮もにぎやかに、円陣になって踊ってこれを諸神

に奉納した後、部落の家々をめぐり無事患災と家族の繁栄を祝福

し行なわれたもの℃す。

本村でも旧盆に、7ヵ字でエイサー祭りが行なわれ、三味線を

弾く人の歌に合わせ、竃年が太鼓を打ち、婦人が踊り住民総出で、

盆で帰省した人たちや観光客もマ緒に夏の夜を楽しみます。その

目のために20臼ほど前から練習が行われ、笛E3太鼓の音がよく響

きわたります。今では村まつりのメインとなり、各小中学校の運

動会でも子供たちにより演舞されます。祭りやお祝い、歓迎会に

もよく披露され、7月に中里村の子供たちが来村された時もエイ

サーで歓迎しました。

　
　
　
　
珍
客
野
性
の
サ
卿
現
わ
る

　
二
匹
連
れ
の
野
性
の
サ
ル
が
九
月
十
五
　
　
て
大
勢
の
見
物
人
を
集
め
、
一
時
は
住
民

日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
、
荒
屋
か
ら
新
　
　
　
へ
の
危
害
を
心
配
し
て
警
察
官
が
か
け
つ

屋
敷
を
“
か
け
足
で
見
物
”
し
ま
し
た
。
　
　
け
る
ほ
ど
の
さ
わ
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ル
は
二
歳
と
五
歳
（
推
定
と
の
　
　
　
十
六
日
に
は
宮
中
、
堀
之
内
の
民
家
の

メ
ス
と
オ
ス
で
、
津
南
町
方
面
か
ら
清
津
　
　
屋
根
に
い
る
の
が
発
見
さ
れ
、
十
七
日
に

橋
を
渡
っ
て
村
内
入
り
し
た
も
の
で
す
。
　
　
は
新
屋
敷
か
ら
土
市
方
面
へ
向
か
い
ま
し

「
手
を
つ
な
い
で
、
せ
わ
し
な
げ
に
橋
を
　
　
た
。
そ
の
後
二
十
日
に
は
十
日
町
市
の
伊

渡
っ
て
来
た
」
と
い
う
荒
屋
の
住
民
の
冗
　
　
達
で
、
仕
掛
け
て
あ
っ
た
オ
リ
で
そ
れ
ぞ

談
話
か
ら
も
、
サ
ル
の
こ
っ
け
い
な
仕
草
　
　
　
れ
一
匹
ず
つ
捕
獲
さ
れ
、
翌
二
十
一
日
に

が
想
像
さ
れ
る
と
い
う
も
の
ρ
こ
の
珍
客
　
　
保
健
所
職
員
の
手
に
よ
っ
て
、
生
ま
れ
故

は
、
住
民
か
ら
リ
ン
ゴ
を
も
ら
う
な
ど
し
　
　
郷
に
近
い
山
中
に
放
さ
れ
ま
し
た
。

電線の上から“野次馬”を見物

’

9

　　　　譜、㎞．雛，’　魏

　　　　鱗　　　　　　　　鞭　，　灘i瓢
　　　　　　　　　　　藷．灘雛．　⑯
　　　　　　　　　　　　ド　　　　　 ぎ　　キ

　　　　雛　　総　鴨　　　魏　　，盤欝　．（堀之内）

　　　　灘雛　欝　　　　　　　騨、騨　　　、鵠．　　　　　　鰻郷騨・～

　　灘
　　　　　　　　　　　　　團愛子ちゃん

　どんな家族なんでしょう？

り北越上下水道の役員をしています。ワ私は新座

保育所で保田をしています。匪國農業と村議会議

員をさせてもらっています。匪圖8年ほど前まで

は豆腐屋をしていましたが．子供が家に入ってか

らは専ら子守りです。

　特別な家族行事とこれからしたいことは？

り夏はキャンブに行きます。今年は柿崎のキャン

ブ場へ行ってきましたが、海辺のキャンブは暑く

てまいりました。去年は野尻湖でキャンブしまし

た。冬は毎週グリーンピア津南ヘスキーに行って

います。子供たちはスキーが大好きなんですよ。

今年は一番下の子も連れて行こうと思っています。

醗1讐裾慧み箏｝糊獣・・灘言凝駈　一

　広報躍”遣と：　　平成4年10月10日
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磁

，
蟹

鰭／村山皇ゆ三二女〕田沢

籠〔高野直勝美長男〕上山

劉廣田春実美長女〕高道山

欝〔松崎離長子〕倉俣

蹴〔樋・鞍長男〕干溝

訓服部㌫調田沢

繍〔山田ll睾副宮中

短〔山田輩代旱長男〕朴木沢

　
　
　
　
　
　
田

　
死
亡
　
）
）
）
）
）

．
、
螺
鰯
溜
㈹

　
　
　
慧
ノ
松
ミ
貝
イ

　
翻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
　
　
鍼
　
力
仁
ト
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
ロ
高
野
木
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
口

　
纈

　
　
　
　
樋
古
高
鈴
服

※掲載を希望しない方は届け出の

　際に申し出てください。

中
里
村
健
康

　
　
福
祉
つ
ヱ
ア
9
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
村
で
は
、
住
民
が
毎
日
健
康
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た

め
、
保
健
・
福
祉
の
意
識
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
中
里
村
健
康
・
福

祉
フ
エ
ア
92
を
開
催
し
ま
す
。

日
明
　
十
月
十
八
日
㈲

　
　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
　
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

場
所
　
ユ
ー
モ
ー
ル
ニ
階

内
容
　
・
式
典

　
　
　
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
・
記
念
講
演
　
水
上
勉
氏

　
　
　
・
福
祉
機
器
展
示

　
　
　
・
食
生
活
試
食

　
　
　
・
健
康
ゲ
ー
ム

　
　
　
・
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
・
手
作
り
品
販
売

　
　
　
・
健
康
ウ
ォ
ー
ク

あ
な
わ
、
叱
街
の
芸
術
家

　
　
芸
術
作
品
募
集

　
十
一
月
一
日
か
ら
三
日
間
、
総

合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
第
十
六
回

芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
公
民

館
で
は
こ
の
芸
術
祭
の
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
「
と
て
も
ヘ
タ
ク

ソ
で
だ
め
だ
て
」
な
ん
て
い
わ
な

い
で
、
ど
ん
ど
ん
出
品
し
て
く
だ

さ
い
。

目
時
　
十
一
月
一
日
㈲
か
ら

　
　
　
十
一
月
三
日
㈹
ま
で

　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
　
　
（
但
し
一
二
日
は
四
時
ま
で
）

場
所
　
総
合
セ
ン
タ
i
、
保
健
セ

　
　
　
ン
タ
ー

参
加
資
格
　
村
民
ま
た
は
村
内
に

　
　
　
　
　
職
場
を
有
す
る
方

募
集
作
品
　
書
道
、
写
真
、
絵
画
、

　
　
　
　
　
版
画
、
生
け
花
、
陶

　
　
　
　
　
芸
、
手
工
芸
品
、
短

　
　
　
　
　
歌
、
菊
、
盆
栽

申
込
み
　
十
月
二
十
三
日
㈹

　
　
　
　
部
門
、
題
名
、
氏
名
、

　
　
　
　
住
所
、
電
話
番
号
、
年

　
　
　
　
齢
、
作
品
の
大
き
さ

搬
入
　
作
品
　
十
月
二
十
八
日
か

　
　
　
　
　
　
ら
二
十
九
日

　
　
　
生
け
花
　
十
月
三
十
一
日

　
　
　
盆
栽
　
十
月
三
十
一
日

搬
出
　
十
一
月
三
日
午
後
四
時
か

　
　
　
ら
午
後
六
時
ま
で

※
出
品
者
に
は
粗
品
を
進
呈

特
別
展
集
品
募
集

テ
ー
マ
　
「
ぽ
く
の
夢
、
わ
た
し

　
　
　
　
の
夢
」
イ
ラ
ス
ト
展

用
紙
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
F
六

　
　
　
　
り

　
　
　
　
半

内
容
　
夢
の
あ
る
村
の
将
来
像
を

　
　
　
イ
ラ
ス
ト
に
描
く

彩
色
　
色
鉛
筆
ま
た
は
水
彩
絵
の

　
　
　
具

対
象
　
小
学
四
年
生
～
中
学
生

歯科診療所あ先生が

代わりました。

　十月一日から歯科診療所の先生

が代わりました。

　新しい先生は、上原重親医師㈹

で、ご出身は長野県飯山市。一家

三人で田中の歯科医師住宅にお住

まいで、役場職員「として勤務され

ます。

oσ。，一●

目
時

一
ダ
甲
一
，

　　　22件

　　　25人

　　652日
（9月末累計）

●交通事故件数

賞
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部

　
　
最
優
秀
賞
一
点
　
五
千
円
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
書
券

　
　
優
秀
賞
二
点
　
一
二
千
円
の
図

　
　
　
　
　
　
　
　
書
券

　
　
佳
作
二
点
　
二
千
円
の
図
書

　
　
　
　
　
　
　
券

イ
ベ
ン
ト
パ
ー
ト
ー

模
型
飛
行
機
づ
く
り
に
挑
戦

目
時
　
十
一
月
一
日
㈲

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
二
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員
　
親
子
二
＋
組
（
小
学
生
）

レ
ー
ス
　
午
後
一
時
一
一
一
十
分
よ
り

　
　
　
　
製
作
し
た
飛
行
機
で
タ

　
　
　
　
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー

　
　
　
　
ス
を
行
い
ま
す
．

参
加
費
千
円

申
込
〆
切
　
十
月
二
十
四
日
ω
公

　
　
　
　
　
民
館
ヘ

イ
ペ
ン
ト
パ
ー
ト
H

土
は
生
き
物
焼
き
物
に
挑
戦

場
所

内
容

募
集
人
数

材
料
費

申
込
〆
切

　
　
ロ

　
　
ゼ

者
故

　
　
事

　
　
亡

傷
死

●
　
　
●

十
一
月
一
日
㈲
、
二
日
㈲

午
前
十
時
～
午
後
一
一
時

総
合
セ
ン
タ
ー
北
小
会
議

室ろ
く
ろ
、
手
び
ね
り
に
よ

る
製
作

　
　
一
般
二
十
人

　
粘
土
｝
㎏
三
百
円

　
　
十
月
二
十
四
日
ω
公

　
　
民
館
へ

イ
ベ
ン
ト
パ
ー
ト
皿

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
の
デ
モ
フ
ラ
イ
ト

目
時
　
十
一
月
一
日
㈲

　
　
　
午
後
一
時
～
一
時
三
十
分

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

イ
ベ
ン
ト
パ
ー
ト
W

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会

目
時
　
十
一
月
三
日
㈹

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー
南
小
会
議

　
　
　
室

お
茶
代
　
一
人
四
百
円

1o



養魚セ1ン勺一休業に伴い魚あ

販売セ行います。

期日　10月10日、11日
魚種　ヘラブナ、鯉（当歳）1親鯉

価格　キロ800円くらい

問い合わせ　上村忠男さん（63－2015）

無脚庸，鞠

ニコ

．
芸
能
祭

　
　
　
　
参
加
者
募
集

　
十
一
月
三
日
、
∪
モ
ー
ル
多
目

的
ホ
ー
ル
で
芸
能
祭
を
行
な
い
ま

す
。
公
民
館
で
は
こ
の
芸
能
祭
に

出
演
し
て
く
れ
る
個
人
、
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
ロ
ス
・
ワ
イ
ラ
ス
の
ラ

テ
ン
音
楽
演
奏
も
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
一
月
三
日
㈹

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
二
時
半

場
所
　
∪
モ
ー
ル
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
制
限
　
一
団
体
の
演
技
は
二

　
　
　
　
　
以
内
、
個
人
は
一
。

　
　
　
　
　
カ
ラ
オ
ケ
は
ご
遠
慮

　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

申
込
み
　
十
月
十
七
日
ω

　
　
　
　
公
民
館
へ

特
別
演
奏
　
ロ
ス
・
ワ
イ
一
フ
ス
の

　
　
　
　
　
ラ
テ
ン
音
楽
演
奏

」

　
　
　
　
　
十
一
時
二
十
分
か
ら

　
　
　
　
　
正
午
ま
で

国
民
年
金
の
ご
相
談
は

お
ま
わ
ヤ
く
ズ
、
下
い

年
金
相
談
所
開
設

　
六
日
町
社
会
保
健
事
務
所
で
は
、

国
民
年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

目
時
　
十
月
二
十
三
日
㈹

　
　
　
午
前
十
時
よ
り
午
後
三
時

場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

体
験
ヘ
ル
シ
，

ウ
ォ
D
キ
シ
ヴ
大
会

　
　
　
　
　
参
加
者
募
簗

　
あ
な
た
は
、
自
分
が
一
日
に
何

歩
歩
い
て
い
る
か
ご
存
じ
で
す
か
。

ほ
と
ん
ど
の
人
は
「
測
つ
て
歩
い

て
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
分
か
ら

な
い
」
と
答
え
る
で
し
ょ
う
。
そ

れ
も
そ
の
は
ず
。
歩
く
と
い
う
こ

と
は
生
活
の
一
部
で
す
か
ら
、
特

　￥1／

姦

3
）

父 『

5、

、

　
　
　
》

ゆ4

ω
。

　
　
タ
．

こ
本
き

承
み
つ
け
き

と
感
切
ご
と

し
　
　
イ

マ
す
か
ッ

二
、

バ
写
．

　
『

　
馬
乎
な

　
　
マ
矛

キ
ャ
ッ
r

￥
ρ
　
。
、

別
の
理
由
が
な
い
限
り
、
意
識
し

て
歩
い
て
い
る
と
い
う
人
の
ほ
う

が
め
ず
ら
し
い
と
い
え
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
、
こ
の
「
歩

く
」
と
い
う
こ
と
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。
だ
れ
に
で
も
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
し

て
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
十
月
は
体
力
つ
く
り
強
調
月
間

あ
な
た
も
歩
く
こ
と
を
見
つ
め
直

し
、
も
っ
と
積
極
的
に
生
活
の
中

に
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

目
時
　
十
月
二
十
四
日
ω
　
午
前

　
　
　
九
時
十
五
分
～
午
後
二
時

場
所
　
十
日
町
市
総
合
体
育
館

内
容
●
四
㎞
体
験
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
歩
数
計
及
び
力
ロ
リ
ー
カ

　
　
　
ウ
ン
タ
ー
を
装
着
し
、
　
一

　
　
　
㎞
ご
と
に
歩
行
時
間
、
脈

　
　
　
拍
、
力
ロ
リ
ー
、
歩
数
を

　
　
　
測
定
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
一

膓，蛎
　つ

＿一〇．ノ

　　　o　　　へ／プ1．』∵・

　　　き浄

　
　
●
歩
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

　
　
　
個
々
人
が
作
成
し
た
ウ
ォ

　
　
　
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
も
と

　
　
　
に
し
て
、
自
分
に
あ
っ
た

　
　
　
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
歩

　
　
　
行
速
度
、
距
離
、
時
間
等

　
　
　
を
学
習
す
る
．

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
十
月
十
四
日
ま
で
に
役
場
保
健

　
課
へ

主
催
　
十
日
町
保
健
所
・
県
国
保

　
　
　
団
体
連
合
会

来
年
度
保
育
所
入
所
セ

　
　
　
　
　
受
け
付
け

　
平
成
五
年
四
月
、
』
新
た
に
保
育

所
へ
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
受

付
を
始
め
ま
す
．

受
付
期
間
　
十
一
月
二
日
㈲
か
ら

＋
六
㈲
ま
で
．

入
所
資
格
　
村
内
に
住
民
登
録
の

あ
る
保
育
に
欠
け
る
児
童
。

◎母親学級・妊婦健診

　10月20日㈹　上村病院

　母親学級（受付〉12：45～13二〇〇

　　　　　（内容）家族計画

　妊婦健診（受付〉13二30～14：00

提
出
書
類
　
申
請
書
と
添
付
書
類

は
役
場
住
民
課
ま
た
は
各
保
育
所

に
あ
り
ま
す
。

入
所
選
考
　
保
育
に
欠
け
る
程
度

の
高
い
児
童
か
ら
入
所
決
定
し
ま

す
。
定
員
を
超
え
て
希
望
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
保
育
所
へ
入
所
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、
役
場
住
民
課
ま

た
は
各
保
育
所
へ
。

み
あ
り
学
　
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
ご
・
案
内

　
十
月
の
み
の
り
学
園
講
座
の
学

習
と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。日

時
　
十
月
一
一
十
一
日
㈲

　
　
　
午
後
『
時
三
十
分
～
三
時

講
師
　
津
南
町
農
協
組
合
長

　
　
　
　
　
　
　
村
山
正
司
さ
ん

演
題
　
二
つ
の
農
政
問
題

お
誘
い
合
せ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
き
や
　
ロ
　
》
。

　
　
　
　
　
て
増
テ
肋

　
　
　
　
　
づ
を
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

　
　
　
　
「
な
ル
．
レ
ま

　
　
　
　
ダ
に
「
コ
み

　
　
　
　
ン
気
・
、
に
て

　
　
室
セ
が
テ
よ
し

　
　
教
健
ル
ス
し
強

　
　
ル
保
一
レ
・
、
っ
勉

　
　
幽
　
　
ロ
　
コ
　
い
て

　
　
口
㈹
テ
玉
、
も
爵

　
　
テ
日
ス
善
方
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山田寿美子さん

集落角間
青春してます

10月10日～10月25日

カレンダー
昭和47年1月26日生まれ　20歳

星座水瓶座
雛雛鍍

10仕）

体育の日

マラソンジョギング大会　合中里中グラウ

ンド　（D8二30～

中里村体育協会設立30周年記念事業　倉ユ

ーモール　∈）13二30～15二30

11（日） 秋の行政相談週間（17日まで）

12（月） 三種混合第一期　合総合センター
（D14二10～15二〇〇

13（幻

14ω◎

15休） 就学時健康診断　合倉俣・貝野小学校

就学時健康診断　合田沢小学校

16働
心配ごと相談（山本ケン）合老人福祉セン
ター　　013：30～16：00

17仕）

18（日）

中里村健康・福祉フェア’92　合ユーモール

09二30～15二〇〇

健康ウォーク　合総合センター前集合

08：00～15：00

村民テニス教室　合清田山テニスコート

09二〇〇～

19（月）

20（幻 就学時健康診断　合高道山小学校

21㈹

22（木）

23働

妊婦健診・母親学級　合上村病院

㊤12：45～14：00

心配ごと相談（藤田義一）

行政相談（山田正平）　合老人福祉センタ

ー（D13：30～16：00

24（土） 役場閉庁日

25（日） 新潟県知事選挙投票日

※変更する場合があ矧ま寮。御網の際は確認を、．

血液型A型
身長153cm
寿美子さんはUターンして2年

目。仕事の関係で休日が一定しな

いため、大好きなバレーボールか

らもしばらく遠ざかっています。

「スポーツは何でもするけど、時

間がなくて」と、ちょっと残念そ

う。休みの日は友達と新潟や長岡

のデパートヘドライブがてらショ

ッピング。「シーマのような大きい

車の助手席に乗ってドライブする

のが好き」理想の男性は「思いや

りがあって楽しい人」

⑳大島医院禅舗1

⑳津南病院鷺謂
⑳中条病院禅講1

⑳池田医院禅講1

　
「
稲
刈
り
は
終
わ
っ
た
か
い
」

と
い
う
の
が
秋
の
あ
い
さ
つ
言
葉
。

田
ん
ぽ
の
稲
も
大
分
片
付
い
て
、

あ
と
は
秋
が
深
ま
る
の
を
待
つ
の

み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の

米
の
収
量
は
い
か
が
で
し
た
が
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
早
い
時
期
か

ら
「
今
年
は
取
れ
る
ぞ
」
と
言
わ

れ
た
と
お
り
、
作
況
指
数
百
四
と

い
う
数
字
に
、
あ
ら
た
め
て
豊
作

を
実
感
す
る
次
第
で
す
。

　
ど
ん
な
に
科
学
や
技
術
が
進
歩

し
て
も
、
農
業
は
天
候
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
も
の
。
夏
か
ら
秋
口

に
か
け
て
は
大
き
な
台
風
も
な
く
、

農
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
本

当
に
良
い
秋
だ
っ
た
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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スギ
丘リ

　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

おくんち
　　　　　　くにち「おくんち」は、「お九日」ある

　　くにちいは「お供日」とされています。

お九日は、陰暦九目九日のこ

と。中国では古くから、めでた

い陽数（奇数）の九が二つ重な
　ちょうよう
る「重陽」の日として、小高い

丘などに登り、野外で菊をひた

した菊花酒を飲むという風習が

ありました。

わが国では奈良時代から宮中

で菊見の宴が行われ、江戸時代
　　　　　　ごせっくには幕府が定めた式日「五節供」

の一つとなっています。

　　　　　　じんじつ五節供とは一目七日の人目、
　　　じょうし　　　　　　　　たん
三目三臼の上巳、五目五臼の端
ご　　　　　　　　たなばた
午、七月七日の七夕、九月九Eヨ

　　　　　　　　ななの重陽の五つ。かゆを食べる七
くさ　　　　　　　　　　　ひな　　　　　　　しょうぶ

草、白酒を飲む雛まつり、菖蒲
ゆ　　　　　　　　　　　　ささだけ
湯に入る端午の節句、笹竹に願

いを託す七夕まつりなどは、い

まなお家庭で行われていますが、

九目九日だけは、そうした全国

共通の民間行事がないようです。

お九日で特に名高いのは、長

崎おくち。現在は月遅れの十月

七、八、九日に行われています
　からつ
が、唐津おくんち、佐世保おく

んちのように、九月九Eヨでない

　　ケースもあります。「お九

言 日」でなく、供え物をす

る「お供日」とする説も

葉！あるゆえん職
　びヌ

のルーツ

9月末現在
（）は前月比

o人ロ男3，333人（＋1）女3，340人（一7）計6，673人（一6）●世帯数1，632（一2）
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